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（要約２～３行） 

分子量１００万 g/mol 程度の超高分子量ブロック共重合体の準希薄溶液中において、貧溶媒

の刺激により高秩序を有するミクロ相分離を形成した。その構造中において貧溶媒の分配を

中性子小角散乱法により測定した。 
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１．目的 

超高分子量ブロック共重合体の準希薄溶液中において、貧溶媒の刺激により高秩序を有する

ミクロ相分離が形成されるメカニズムを研究したい。特に、準希薄溶液作成に用いた共通溶

媒と添加した貧溶媒のそれぞれがミクロ相分離構造の中においてどのように分布している

かを調べたい。 

２．方法 

真空下アニオン重合法によりポリスチレン-b-ポリメチルメタクリレート(PS-b-PMMA)

（Mw=990,000 g/mol, Mw/Mn=1.17, f(PS)=0.67）を作成した。共通溶媒としてテトラヒドロ

フラン（THF）とその重水素化物(dTHF)を用いた。貧溶媒には軽水を用いた。高分子濃度は

19wt.%で一定としたコントラストバリエーション法により中性子散乱データから溶媒の分

配を測定した。中性子小角散乱測定は SANS-J で行い、カメラ長、検出器、照射時間はそれ

ぞれ１０m、２次元 PSPC、３０分である。 

３．研究成果 

THF/dTHF を用いた PS-b-PMMA 準希薄溶液に軽水を添加したとこ

ろ、単結晶様の巨大グレインが形成された。しかしながらその

配向度が評価できなかったためコントラストバリエーション法

による解析ができなかった。そこで THF/dTHF の混合比のみを変

化させてコントラストバリエーション法により解析した。２次

元小角散乱パターンを円環平均した１次元プロフィールを図１

に示した。赤色が THF のみで、青色が dTHF のみを用いた場合の

散乱プロフィールである。十分な散乱能が得られた。この散乱

強度の比から、PS 相と PMMA 相における溶媒の分配、すなわち両

相における高分子濃度を評価した。その結果、系全体での平均

高分子濃度が 19wt.%だったのに対して、PS 相および PMMA 相中

における高分子濃度が、それぞれ 20.9、17.0wt.%と求まった。 

図 1. PS-b-PMMA/THF
と PS-b-PMMA/dTHF の
散乱プロフィール。 

４．結論・考察 

今回準備した試料では、ミクロ相分離の集合組織であるグレインが数ミリメートル以上に成長した

ため、コントラストバリエーション法による解析が困難となった。各グレインの配向を評価する方

法を確立するか、無配向試料を調整しなおす必要性が生じた。次年度の実験において解決したい。 
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